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か

VISION2030達成に向けた第2フェイズ

①�当社グループが創出するありとあらゆる
コンテンツIPの企画・開発力を強化する

②�リーチ力 /ターゲットを意識した
　企画選定・マーケティング力を高める

③創出するコンテンツIPに磨きをかけ、
　市場へ

TBS グループ 8,000 名の総力を
「 漏斗 」を通すように結集して

IP を創出し、「 レバレッジ 」を
かけて飛躍的な拡張を図る

　当社は「TBSグループVISION2030」達成への第2フェイズと位置

づけた「TBSグループ 中期経営計画2026（以下「中計2026」）」を

2024年5月に公表しました。

　「中計2026」では「コンテンツ IP の Timeless Value の追求・提

供」や「Creative Engine FUNNEL Model」によるクリエイティブ

力のさらなる強化、「レバレッジ」による拡張戦略 EDGE（Expand 

Digital Global Experience）の加速を打ち出しています。

　映像・音声コンテンツを取り巻く競争環境が激化するなか、2024年

度を「TBSグローバルビジネス元年」と位置づけ、海外戦略拠点の開

発や海外事業者とのパートナーシップ強化を積極的に進めていますが

「世界で勝つ」ためには「コンテンツ力」のさらなる強化が必要です。

　「Creative Engine FUNNEL Model」を通じグループ総力で作り

上げる良質なIPに、EDGE戦略に則って整備してきた多彩なプラット

フォームでレバレッジをかけ、新規事業の飛躍的な成長につなげるこ

とで「時代を超えた価値(Timeless Value)」を追求・提供するグルー

プを目指します。

　本中計期間の最終事業年度にあたる2026年度に、売上4,500億

円、営業利益240億円の目標を掲げております。同時に当社の経営課

題のひとつである資本効率についてROIC目標を設定しております。

より効率的な資本政策実現に向け、本中計期間における適切なキャ

ピタル・アロケーションを策定しています。

　具体的には1,600億円の成長投資、900億円の政策保有株式売

却、600億円の株主還元などを計画しており、株価指標を意識した経

営を推進します。

「 TBS グループ 中期経営計画 2026 」より
https://www.tbsholdings.co.jp/about/plan.html

ファネル・レバレッジ動画
https://www.tbsholdings.co.jp/ir/report/movie/2025/movie_02.html?reportmovie_2025=link

非財務資本・
サステナビリティ

人権
コンテンツ

Timeless Value
事業別戦略中期経営計画 2026トップメッセージ 業績・企業情報コーポレート・ガバナンス中期経営計画 進捗

https://www.tbsholdings.co.jp/ir/report/movie/2025/movie_02.html?reportmovie_2025=link
https://www.tbsholdings.co.jp/ir/report/movie/2025/movie_02.html?reportmovie_2025=link
https://www.tbsholdings.co.jp/about/plan.html
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経営目標に対する進捗

地上波広告市場の急速な変化をふまえつつ、収益基盤の再

構成により、2030年度までにROIC5%以上という目標を設

定、資本効率について経営の意思を明確化します。

2024年度の進捗

• 前年度および期初計画を上回り、売上高4,067億円／営業利益194億円を達成。これによりROICも3.1%と計画を上回った。

• 次期中計よりセグメント別に資本効率を管理すべく、現在セグメントの見直しを検討中。

2023 年度
（ 実績 ）

2024 年度
（ 当初計画 ）

2024 年度
（ 実績 ）

2025 年度
（ 予想 ）

2026 年度
（ 計画 ） 2030 年度

売上高 [ 億円 ] 3,943 4,000 4,067 4,250 4,500 5,500

営業利益 [ 億円 ] 151 165 194 215 240 385

営業利益率 3.85% 4.13% 4.79% 5.06% 5.33% 7.00%

ROIC（ 投下資本利益率 ） 2.6% 2.8% 3.1% 3.2% 3.3% 5.0%

非財務資本・
サステナビリティ

人権
コンテンツ

Timeless Value
事業別戦略中期経営計画 2026トップメッセージ 業績・企業情報コーポレート・ガバナンス中期経営計画 進捗
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キャピタル・アロケーションに対する進捗

資本コストを意識した成長投資を実行し、営業キャッシュ・フ

ロー拡大の連鎖を創出し、借入を含む多様な資金調達を検

討・実施します。政策保有株式の縮減、株主還元の推進によ

り、バランスシート改善を加速させます。

2024年度の進捗

• キャッシュ・インについては、借入枠の設定や政策保有株式の売却を積極的に進めるなど目標値に対して概ね順調な滑り出しとなった。

• �キャッシュ配分については、成長投資を促進するための新会社設立など体制整備を進めた。	  

資本効率を意識しながらもEDGE/EduTainment領域を中心に積極的な投資を推進していく。

1

2

3

4

5

赤坂二・六丁目地区開発計画において合計 700
億円の借入枠を設定。この借入枠も一部使用し
つつ、2024年度は93 億円の長期借入を実施。

2024年度は総額 396 億円規模の政策保有株
式を売却。2025年度も既に 537 億円の売却を
実施。ミニマムコミットである900億円を達成。

2024年度の営業キャッシュ・フローは232億円。

株式会社SAND Bを設立 →p.20

株式会社ケイコンテンツを子会社化 →p.20

株式会社WACULを子会社化 →p.31

海外戦略拠点の設置、フォーマット開発等 →p.21

EduTainment事業の開発／拡大 →p.22

⇒計229億円の成長投資を実施／意思決定

2024年度は総額169億円の株主還元を実施
2025年度は一株当たり2円増配の70円と予想
約250億円の自己株式取得実施
※ �2024年度の配当は、2023年度期末配当および	  

2024年度中間配当を計上

,

非財務資本・
サステナビリティ

人権
コンテンツ

Timeless Value
事業別戦略中期経営計画 2026トップメッセージ 業績・企業情報コーポレート・ガバナンス中期経営計画 進捗
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コンテンツ IPに関する進捗

• �コンテンツIPの獲得およびマネタイズを目的とした株式会

社 SAND B を設立。同社の投資枠として300億円を設定。

• �Z世代向けIPである「マリマリマリー」「ヒューマンバグ
大学」「トクサンTV」などを創出する株式会社ケイコン
テンツを子会社化。

• �BE:FIRST、MAZZELらが所属するBMSGとタッグを組み、

10代のオーディションプロジェクト「THE LAST PIECE」を

展開。

• �2025年4月にソニー・ミュージックよりメジャー・デビューし1作

目「Beat it Beat it」がUSENランキング1位、オリコンウィー

クリーシングルチャート3位にランクインしたHi-Fi Un!corn。

• �「ファイナルファンタジー」や「ドラゴンクエスト」など、数々

の名作を世に提供しているスクウェア・エニックスとの協業

で完全新規オリジナル IP「KILLER INN」を企画・製作。

• �高い人気を獲得している「KASSO」や、オリンピック競技で

もある近代五種をモチーフとしたゲームショー「HANZO」

など新規 IP を開発中。

• �未就学児向けコンテンツの開発で、代表コンテンツ「Baby 

Shark」を持つThe Pinkfong Companyと協業。

IP の獲得

ヒト IP 事業 ゲーム事業ブランド事業

当社の IP戦略を加速させるべく、コンテンツ IPの獲得および

マネタイズを目的とした株式会社SAND Bを設立しました。

有望な IPパートナーとの協業を通じて、収益の多角化とグ

ローバル展開を推進してまいります。

また、ヒトIP事業、ブランド事業、ゲーム事業においても、そ

れぞれの領域に強みを持つ事業パートナーとの共同 IP開発

が進行しております。これらの取り組みを通じ、より強力な IP
ポートフォリオを構築してまいります。

SAND B

非財務資本・
サステナビリティ

人権
コンテンツ

Timeless Value
事業別戦略中期経営計画 2026トップメッセージ 業績・企業情報コーポレート・ガバナンス中期経営計画 進捗
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グローバルビジネスに関する進捗

Global Business Brand Purpose と し て「Inspiring  
Global Love for Japan through Timeless Moments」

を掲げ、北米ではフォーマットの企画・販売体制を強化、韓国で

は自社原作のドラマ化など、着々とグローバルビジネスを拡大

しております。THE SEVENは2025年度に2つの作品を公開

予定、ほか1作品を制作中です。

北米関連ビジネス 韓国関連ビジネス THE SEVEN

KASSOについてEndemol Shine Australia
社と北米を含む英語圏でのパートナーシップ
契約締結

サバイバルマネー番組「MUGEN LOOP」
をCJ ENMグループのTVN 制作チームと共
同開発

• �NETFLIXシリーズ� 	
「今際の国のアリスSeason3」

　�前作は90以上の国と地域で	
Top10入り。うち17の国と地域
で首位獲得。

• �劇場用映画� 	
「愚か者の身分」

　�第2回大藪春彦
新人賞受賞作。
企画・制作から
配給・二次利用
まで手がける。

• NETFLIXシリーズ「国民クイズ」
　�伝説的カルトコミックを山田孝之

主演で映像化。初の配信向け元
請作品。

TBS が韓国に NAVERと設立した Studio 
TooN 社のウェブトゥーン「DOG 한 로맨스」
を原案としたドラマシリーズ「初恋 DOGs」
をSTUDIO DRAGONと共同制作。

著名 NBA 選手レブロン・ジェームズ氏が関
わるFulwell Entertainment 社と共同で
スポーツ番組フォーマット「百武将」を開発

非財務資本・
サステナビリティ

人権
コンテンツ

Timeless Value
事業別戦略中期経営計画 2026トップメッセージ 業績・企業情報コーポレート・ガバナンス中期経営計画 進捗
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EduTainmentの進捗

教育（Education） × エンタテインメント（Entertainment）を融合させたTBSにしかできないEduTainment事業を開始。

「人生100年 × VUCA」時代に、年代を問わず、すべての人々が自ら進んで楽しく学びたくなる「探究型の知育・教育サービス（EduTainment）」を創出し、  
笑顔溢れる日本の未来を共創します。事業開発および出資／ポートフォリオ管理を担う専門部署を設置し、積極投資で事業を拡大してまいります。

2030年度までに
400億円規模の売上を目指す

放送 /デジタル展開している多様なコンテンツ

赤坂拠点の
各種施設

全国に2,400以上の教室と
約13万人の生徒数を誇る教育 PF

非財務資本・
サステナビリティ

人権
コンテンツ

Timeless Value
事業別戦略中期経営計画 2026トップメッセージ 業績・企業情報コーポレート・ガバナンス中期経営計画 進捗
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企業価値向上に向けて　資本効率と成長戦略投資を最適化

株式会社 TBSホールディングス 
専務取締役　CFO

玄馬 康志

2024年度決算：連結全体で、増収増益。
連結売上高は、過去最高を更新

　｢TBSグループVISION2030｣の第2フェイズである「TBSグルー

プ中期経営計画2026」（以下、「中計2026」）は最終年度の損益目標

として、連結売上高4,500億円、連結営業利益240億円を掲げてい

ます。その1年目である2024年度は売上高4,067億円、営業利益

194億円と目標ラップ（期首業績予想・売上高4,000億円、営業利益

165億円）を超えるスタートとなりました。これはTBSグループで

働く全社員が力を合わせて生み出したものであり、大変誇りに感じ

ております。

　損益は、中計の典型的な目標数値ですが、「中計2026」において

は、それ以外の2つの財務面の指標にも重点を置いています。

資本効率を重視した経営の推進に向けROICを指標に導入、
セグメント見直しにも着手

　1つ目は、初めて資本効率に対する経営指標とした「ROIC（投下

資本利益率）」です。これまでは、有限希少の電波を預かる放送局と

しての公共性や「情報のライフライン」という特質故に、資本効率

性とは相容れないことも多く、KPIとしないという歴史がありまし

た。但しそれは、メディアグループ「東京放送」の時代の話で、コン

テンツグループ「TBS」を名乗るからには資本効率も重視する経営

をしていくべきと考えています。

　一方、ステークホルダーの皆さまとのエンゲージメントで、「なぜ『ROE

（自己資本利益率）』ではないのか？」というご質問をよく受けます。こ

れに対しては、「『ROE』が重要な指標であることは認識していますが、

今のTBSでは、『中計2026』に則った成長戦略の着実な推進によって、

本業である営業利益基準における収益性と効率性を高めること、つま

り、営業キャッシュ・フロー拡大の連鎖を引き起こすことを最も重視して

います。それが『ROIC』を採用した理由の一つです」とお答えしていま

す。先ほど申し上げたとおり、2024年度は営業利益が想定を上回っ

たため、「ROIC」は2023年度の2.6%から3.1%に上がり、2026年度

の目標である3.3%へ近づきました。但し、この数字の達成だけでは不

十分であることが、「ROIC」を選択したもう一つの理由です。「ROIC」

の利点は、事業単位の収益管理が可能なことにあります。現状、TBS

グループで最大のセグメント、メディア・コンテンツ事業には、安定収益

領域と成長領域が混在しています。どの事業が安定で、どの事業が成

長か、を明確化する目的で、次の中計に向けてセグメントの見直しに

着手しており、「ROIC」のセグメント別の実績と目標を開示する予定で

す。これによって、ステークホルダーの皆さまにとっても、TBSグループ

が目指している施策の解像度が上がり、より明確に見えてくると思いま

す。そのうえで、「ROIC」をさらに改善するため、分子である営業利益

の伸長に向けた成長戦略だけではなく、分母である投下資本の入れ

替えも視野に入れた財務戦略も併せて推進していきます。

2024年度　決算

•連結全体で、増収増益。連結売上高としては、過去最高を更新。
• �� メディア・コンテンツ事業は、スポット市況の好調による放送収入の増収に加え、配信

広告収入の伸長などにより、増収増益。
• �� ライフスタイル事業は、2024年6月にライトアップショッピングクラブが連結範囲か

ら外れた影響を、スタイリングライフグループでの「サボリーノ」「乾燥さん」といった
化粧品などの大幅な伸長や、2023年6月に連結したやる気スイッチグループの増加
が上回り、増収。
一方、やる気スイッチグループでの人件費や広告宣伝費の増加、のれんの償却費の増
加などにより、減益。

•�� 不動産・その他事業は、賃料収入の増加などにより、増収増益。
単位:百万円

連結 2023 年度 2024 年度 前年差

売上高 394,309 406,700 +12,391

営業利益 15,175 19,465 +4,290

経常利益 27,653 31,604 +3,951

親会社株主に帰属する
当期純利益 38,126 43,914 +5,788

非財務資本・
サステナビリティ

人権
コンテンツ

Timeless Value
事業別戦略中期経営計画 2026トップメッセージ 業績・企業情報コーポレート・ガバナンスCFOメッセージ
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成長戦略投資、政策保有株式の売却、
株主還元を連動させて企業価値向上を果たす

　2つ目の重点目標数値は、「ROIC」とも密接に関係している「中計

2026」のキャピタル・アロケーションです。なかでも「中計2026」

の3年間のミニマムコミットとしている、政策保有株式の売却900

億円、成長戦略投資1,600億円、株主還元600億円の3つの数字に

ついては順調に推移していると実感しています。

　まず、成長戦略投資は、コンテンツIPの企画力と制作力の強化、

そして、それを拡張するEDGE戦略、なかでもG=Globalの推進に

資する対象を重点領域として、新たにCGOに就任した中谷取締役

を中心に検討を続けています。1,600億円という金額を目的化す

るのは本末転倒ですので、各投資案件のIRR（内部収益率）が、ハー

ドルレートと定めた「WACC（加重平均資本コスト）」を上回る収益

性になるか、TBSグループのアセットと連動するシナジーをどれほ

ど発揮できるのか、等々を詳細に検証したうえで実行に移していま

す。そのため、実際の投資実行までに時間がかかり、他の2つの定量

目標（政策保有株式の売却、株主還元）より遅れているように見えま

すが、お知らせできるタイミングで発表していきます。

　続いて、政策保有株式の売却です。コーポレートカバナンス・コー

ドに則り、取締役会で毎年、政策保有株式の保有継続の検証を行い、

保有意義が希薄化した株式については、適切に縮減を進めていま

すが、いくつかの銘柄は、この検証とは別フローの「成長戦略資本」

と位置づけ、成長戦略投資に応じて機動的に売却していった結果、

2024年度は396億円、そして2025年度も537億円と、既に900億

円というミニマムコミットを上回りました。今後の成長戦略投資に

よって、さらに大きな規模になると思います。

中計2026の進捗状況 〜定量目標〜

政策保有株式の縮減

2021 2022 2023 中計2026
（計画）

2024
（実績）

2025 2026 （年度）

537396

900
371

241

201

中計2023期間中は814億円分売却

• 中計2026で900億円以上の政策保有株式売却目標に対して、2024年度は396億円の売却実績。
• 2025年度、現時点で537億円の売却を実施した結果、934億円と既に目標を達成。資本効率の改善に向けて、
   さらなる政策保有株式の縮減に取り組む。

単位:億円

※25年度の金額は9月30日時点

非財務資本・
サステナビリティ

人権
コンテンツ

Timeless Value
事業別戦略中期経営計画 2026トップメッセージ 業績・企業情報コーポレート・ガバナンスCFOメッセージ



25

　最後に、株主還元につきましては、配当性向を「中計2026」よ

り、特殊な要因を除いた30%目処から40%目処に引き上げたこと

で、2024年度の年間配当は68円、2025年度は70円の予想です。

さらに、総還元を意識して、2024年度は88億円、そして2025年

度は249億円の自己株式を取得しました。これにより2024年度と

2025年度、2年間のキャッシュ・フローベースで540億円を超える

想定ですから、600億円以上となることは確実です。

　成長戦略投資、政策保有株式の売却、株主還元、この3つのアロ

ケーションを適切に機能させることが、持続可能な企業価値の向上

や「PBR（株価純資産倍率）」の改善につながる鍵だと考えています。

成長戦略投資を推進し、事業ポートフォリオの拡充を図ることに

よって、安定収益領域から成長領域まで、営業活動のキャッシュ・フ

ロー拡大の連鎖を引き起こすことができます。その主な原資は「成

長戦略資本」をはじめ政策保有株式の売却によるものですが、一方

で、売却は配当や自己株式の取得にも貢献しますので、資本効率の

分母の改善に寄与します。さらに営業キャッシュ・フローの拡大は

将来的に、資本効率の分子の改善、さらに株主還元の拡大にもつな

がります。また、成長戦略投資の原資については、レバレッジを効

かせるため、そして「WACC」を下げるため、借入も選択肢に入れる

必要があります。

　このように、次の中計も見据えて、「中計2026」における最適な

アロケーションを検討、実行することが、CFO はじめ「財務戦略」

チームの当面の責務なのではないでしょうか。もちろん、すべてが

上手くいくとは限りませんので、その際、どのような「手」を打つか

が肝心です。ですから、「中計2026」のキャピタル・アロケーション

の進捗、そして必要に応じた変更を、適宜、開示していきます。

配当方針と配当予想

連結 1 株当たり配当金（ 円 ）
配当性向

（％）

特殊な
要因※の

影響を除いた
配当性向（％）

中間 期末 年間

2020 15 15 30 18.3 59.5

2021 15 22 37 19.7 30.9

2022 20 22 42 20.1 30.3

2023 22 22 44 18.9 34.4

2024
（ 予定 ） 27 41 68 24.9 38.9

2025
（ 予想 ） 35 35 70 40.4 -

※�中長期の収益拡大を目指す成長戦略投資の原資として売却した投資有価証券から生じる売
却損益は、配当額を決定するうえでは「特殊な要因」と位置づける。

 ※�当社が資金を拠出し、株式付与 ESOP信託が所有する株式を含む

配当総額
自己株式取得額

（年度）

中計2026の進捗状況 〜定量目標〜

株主還元
• 中計2026で掲げた株主還元を着実に推進するため、総還元性向を意識した自己株式の取得と配当を両輪で推進中。
• 2025年度の一株当たり配当は、2024年度の68円から２円増配の70円を予定。

2021 2022 2023 2024 2025
（計画）

2026

169

88

123

189

115

249

180

109

71

51

74
81

60

9

キャッシュフローベースで430億円 キャッシュフローベースで600億円以上を計画
単位:億円

（年度）
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クリエイティブな力を伝える環境を「赤坂」で整備する
　現状、TBSグループは「不動産・その他事業」という形でセグメン

ト開示を行っていますが、いわゆる不動産業を生業にすることは考

えていません。「不動産・その他事業セグメント」は、現在、進めてい

る赤坂二・六丁目地区開発も含めて、ここ「赤坂」を、最高の”時”を

体験できる、エンタテインメントとクリエイティブの集積地、発信

地とする「赤坂エンタテインメント・シティ計画」の上に成り立って

います。

　TBSグループは、放送事業者として「赤坂」から日本全国へ、さら

にさまざまなメディアを通じて全世界へ、魅力あふれるコンテンツ

を提供し続けてきました。そのようなTBSだからこそ、より多くの

人々がクリエイティブなコンテンツに興味や関心を持ち、さらに、

つくること、伝えることの意義や価値を大切にするための環境を、

「赤坂」において整備しなければいけません。これが「赤坂エンタテ

インメント・シティ計画」の本質です。

　当然、TBSが主体的に取り組むべきことですが、クリエイティブ

人材やエンタテインメント産業を育成し、それらが「赤坂」に集積

していくことによって成長するストーリーを描くうえで、街づくり

を一企業のみの力で成し遂げることは難しく、また、直接的な利益

をもたらさない費用を長期間、安定的に計上していくことも容易で

はありません。

　そこで、TBSではなく「赤坂」を冠した「核」となる、「赤坂クリエ

イティブ財団」を設立し、基本的な財源を補う原資として自己株式

を拠出する形をとりました。この形であれば、広く「赤坂」の方々お

よび「赤坂」にちなんだ企業の皆さまの力をお借りしやすいと考え

ています。この財団を「核」に、一体となった活動を通じて「赤坂」

に、5月の決算の際に発表した「エデュテインメント事業」はじめ、

クリエイティブとエンタテインメントの産業クラスターを形成し、

街自体の価値向上を目指します。それによって、TBSグループはじ

め参加各社の企業価値の向上にもつながると確信しています。

　つまり、TBSグループの「不動産・その他事業セグメント」は単な

る不動産部門ではなく、クリエイティブやエンタテインメント性に

強い「メディア・コンテンツ事業」や成長戦略と連動するプラット

フォームであり、コンテンツグループとして成長を果たすために不

可欠な存在であることをご理解ください。

財団の
設立

クリエイティブの
体験格差是正／若い才能の発掘

クリエイティブ産業の
裾野拡大／産業集積

赤坂のブランド価値向上
を通じた不動産価値向上

「 赤坂 」を世界中の人々にとって
  魅力あふれる「 AKASAKA 」へ

TBSはじめ
財団参加各社

M＆A 等を通じた

企業価値向上

街の価値向上につながる
賑わい施策やイベントの実施

クリエイティブの
集積・発信拠点としての

「 赤坂 」のブランド価値向上

2025 2030 2040 〜
※（仮）一般財団法人 赤坂クリエイティブ財団の設立と活動イメージ
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株主・投資家はじめステークホルダーの皆さまへ
　2025年4月24日、TBSホールディングスが保持する「事前警告型

の買収提案への対応方針」（以下「対応方針」）について、有効期間を

3年間から1年間に変更することを開示しました。これは2024年6

月に阿部社長の体制になって以来、「対応方針」をどうすべきか、社

内役員、社外役員、時にはTBSテレビの役員も交えて議論を重ねて

きた結果です。

　前提として、TBS ホールディングスは認定放送持株会社ですか

ら、放送局としての公共性と報道機関としての中立性を維持する

ため、一定の独立性が必要であると考えて「対応方針」を保持して

いますが、あらゆる支配株式の取得行為に対して否定的な見解を

有しているわけではありません。私たちは、短期的な利益のみを目

的に、コンテンツグループへのトランスフォーメーションに向け

た取り組みを妨げ、企業価値を毀損しかねない、濫用的な大規模買

付行為には疑念を抱き、そのような行為に対して「対応方針」を保

持することが、現時点において有効かつ相当であるとの結論に至

りました。

　今後も、取締役会等で議論を続けていきますが、企業価値の向上

こそが最大の対応策であるという認識は変わっておらず、「対応方

針」を永遠に持ち続けるつもりもありません。有効期間を3年から

1年に変更したことで、「対応方針」が不要と判断した際、より速や

かに対処できるようになりました。

　また同じ4月24日に、株主名簿への記載等を制限された外国人等

株式へ配当を支払うことも開示しました。こちらも放送法、社会環

境やメディア環境の変化等を考慮しながら、継続的に議論を重ねて

きた案件です。2025年3月末時点でも外国人等株式の割合が20％

に満たないことは確認しましたが、「中計2026」で重きを置いてい

るグローバル戦略と株主還元施策の一致を図ること、つまり外国人

の皆さまも含めて、TBSグループへ投資する魅力をさらに引き上げ

ることを優先した訳です。

　段階的なトランスフォーメーションを経て持続的に成長した、

「VISION2030」の先のTBSグループのあるべき姿を、近い将来、新

たなVISIONとして、株主や投資家、視聴者や顧客、従業員、スタッ

フ、出演者、取材先、クライアント、共同事業者、そして「赤坂」はじ

め地域社会等、すべてのステークホルダーの皆さまにお示しし、共

感と適正な評価をいただけるよう、一層、努めてまいります。
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日本一のエンタテインメントコングロマリット企業へ

株式会社 TBSホールディングス
CGO

中谷 弥生

「こういう手を打っていてくれて良かった」と思われる投資を
　TBSホールディングスのCGOに就任した中谷です。1992年に入

社し、3年間情報番組でAD やディレクターを、報道局で政治部記者

を経験し、事業部門に移りました。事業でドラマやバラエティの商品

化やライセンスを担当、編成局、営業推進部長、海外や CSを担当す

る局長や配信担当の局長の後、営業、事業、投資・赤坂地区開発の

執行役員を経て、今に至ります。記者時代を楽しく過ごし、解説委員

になりたいと思っていましたが、事業部門に移り、初めて会社全体を

俯瞰し、民放の放送局の仕組みを理解しました。

　今、TBSは、放送だけを一生懸命やってきたところから、IPのマル

チユースを考え、配信でコンテンツやニュースを届けたり、海外に進

出したりということを考えなければならない過渡期にあります。

　CGOとして成長分野を担当するにあたり、将来、「こういう手を打っ

ていてくれて良かった」と思われるような投資や政策を打ち出して行

きたいと思っています。

　中期経営計画2026では、3年間で1,600億円の成長投資を行うと

していますが、投資する分野としては3つに分けられます。

　1つ目はグローバル。グローバルで売上を伸ばすための投資を着実

に実施していきます。2つ目はIP。2025年、「SAND B」という、300

億円の投資枠を持つIPのコンテンツ戦略会社を立ち上げ、まず、Z世

代に人気のIPを持つ「ケイコンテンツ社」を子会社化しました。今後

も、IP 獲得・拡大のためにどのような会社に出資すれば良いかを研

究・実行していきます。3つ目はエデュテインメント。阿部社長が、エ

デュケーションとエンタテインメントの融合を打ち出しました。今後、

積極的に投資していきたい分野です。

「SAND B」でオリジナル IPを獲得・開発して世界へ
　「オリジナルIPの獲得」には、ゼロからIPをつくり出すケースと、既

にいくつか IPを持っている会社に出資し、そのIPをTBSのオリジナ

ルIPとして育てる、というケースがあります。

　ケイコンテンツ社の「マリマリマリー」は、Z世代から絶大な支持を

得ているIPなので、地上波でのアニメーション化を検討しつつ、大手

クライアントとのタイアップ・キャンペーンやPLAZAとの協業等を通

して IPを大きくしたいと考えております。

　「ヒューマンバグ大学」は「ポップアップショップ」が好評なので、事

業部門と手を組み、カフェやイベントの全国展開等でより活性化させ

たいと思っています。また、「トクサンTV」は、選手からも「よくわかっ

ている」「痛いところを突く」と思われる深掘りするスポーツ・コンテン

ツです。「東京2025世界陸上」とのコラボレーションをはじめ、今後

もさまざまなスポーツと絡めて仕掛けていきたいです。

　ケイコンテンツ社は、高いクリエイティブ能力にもかかわらず、ビジ

ネス部門の人材不足により、大手企業からのキャンペーンオファーを断

念せざるを得ない状況にありました。TBSがビジネス面から強力にサ

ポートすることで、ポテンシャル豊かなIPを大きく成長させることが可

能になります。また、新しいIPを次々と生み出すことも期待しています。

　現在、世界に通用するIPが日本には数多く眠っていると私たちは考

えています。TBSは、IPを大切に扱い、ブランド価値を損なうことなく

運用してくれる、と信頼して下さる企業様もいらっしゃいます。「SAND 

B」を通じて、このような信頼関係を基盤に、有望なIPを持つ企業へ

の積極的な投資を目指します。

　また、IP戦略では、世界的ヒットIP「Baby Shark」を生み出した韓

国のグローバルファミリーエンタテインメント企業、The Pinkfong 

Companyと協業し、新たなオリジナルIPを創出します。

　日本のキャラクターは、アニメ化せずともアジアでの売上高で数百億

円規模を誇るものが出てくる等、世界で通用する競争力を持っていま

す。そういったものを一つでも多く「SAND B」で獲得・開発して世界

に広げていきたいと考えています。

　IPというのはたくさん仕掛けることが重要です。どれがヒットするか

はわからないので、とにかく種を蒔き続けることが大事なのです。一

つひとつリクープして行くのではなく、一つ当たればすべてを回収で

きるというビジネススタイルなので、「SAND B」という会社で投資し、

数多く打ち続けることで「トータルで勝つ」ことを目指します。
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海外企業との協業やデータマーケティングに注力
　グローバル戦略では、フォーマット販売や海外でのイベント展開

も重要です。2024年はアメリカなど世界の会社と組んで「百武将」

や「HANZO」、「KASSO」の開発に取り組み、韓国の CJ ENMとは

「MUGEN LOOP」というバラエティ番組を共同販売しました。韓国

政府の支援のもと、サムシングスペシャル社とのフォーマットも作り、

2025年度はいよいよこれをセールスするフェイズに移行します。

　また、アジアではベトナムの国営放送「Vietnam Television」と

「SASUKE Vietnam」の復活や新規コンテンツの開発に向けた「戦

略的アライアンス」を発表、韓国のスタジオドラゴンとも火曜ドラマ「初

恋DOGs」を共同制作しました。

　2025年には初のTOBでWACUL社を買収しました。これは、社内

でデータマーケティングを強化し売上を伸ばす時代を意識したもので

す。例えばスタイリングライフグループのBCLカンパニーとWACUL

社のマーケティング専門集団とで、ヒット商品の「サボリーノ」や「乾燥

さん」をさらに拡大できる可能性もありますし、商品開発の一助にもな

ります。専門的な知見で事業をクロスしていきたいと考えています。

赤坂をクリエイティブな街に
　赤坂エンタテインメントシティには、キャノピーbyヒルトンが関東

で初出店することになりました。ラグジュアリーなだけでなくアーティ

スティックなテイストのホテルなので、エンタテインメントにぴったり

のブランドだと思っています。このホテルには空港リムジンバスの乗

り入れも計画し、多くのインバウンド需要を見込んでいます。赤坂を、

海外の方も多く訪れるクリエイティブな街にすることが目標です。劇

場の演目や、番組等とコラボレーションした部屋を作るなど、「TBSが

やっているからこのホテル、楽しいよね」と言われる、世界観に浸れる

ような部屋をつくって話題にしたいと考えています。

エデュテインメントで楽しみながら学習を
　やる気スイッチグループでは「We Act!」という、サンリオ社の教材

を使った没入型の英会話教室を始めるなど、エデュテインメントに取

り組んでいます。TBSの報道コンテンツを使った展開や、AIを活用し

楽しみながら学習する仕組みの開発も考えています。

　エデュテインメントはテレビ局が力を発揮できる分野です。TBSは

「世界ふしぎ発見！」や「どうぶつ奇想天外！」、「世界遺産」など、知

的教養番組を楽しくお届けすることが得意な局なので、知見を事業に

活かすことを考えています。

日本で1位のエンタテインメント・コングロマリット企業に
　THE SEVENについては、配信のタイミングによって年間100億円

という売上目標が今年度から来年度に持ち越されましたが、計画に

大きな変化はありません。「国民クイズ」「ちるらん」の撮影が進行し、

9月に Netflixで配信した「今際の国のアリスSeason3」は配信開

始1週間の時点で、世界87の国と地域でTOP10入りするなど世界

ヒットしました。昨年は「幽☆遊☆白書」の VFXチームが AACA（ア

ジアン・アカデミー・クリエイティブ・アワード）の視覚効果賞グランプ

リを受賞しました。技術的に世界標準に達し、世界のプロデューサー

から「一緒にできないか」とお声がけをいただいているので、一気に

ビジネスを広げていければと思っています。

　コロナ禍で、テレビをつけると世界のコンテンツが手軽に観られる、

パラダイムシフトが起こりました。海外のコンテンツとの競争が激化

したわけですが、私は、日本でこれだけのクリエイティブ能力と資本

力を持ってコンテンツを創っているのはTBSグループだと自負し、「日

本を代表して我々が戦わずして誰が戦うのか」と思っています。

　まず、TBSのコンテンツIPを世界に認知してもらい、TBSのものだ

から高く買う、という状況をつくり出すことが大事です。今までは日本

選手権で戦って来ましたけれど、ここからは世界選手権です。TBSの

海外売上は全体の2％です。営業時代に知ったのは、ほかの企業は

さまざまな手を打って、海外での売上を6割、9割と上げているという

現実でした。海外売上をさらに伸ばしたら大きくグロースします。ま

だまだ伸び代があるのです。世界に通用すればリクープもできます。

日本で1位、アジアで有数のエンタテインメント・コングロマリット企

業を目指します。

非財務資本・
サステナビリティ

人権
コンテンツ

Timeless Value
事業別戦略中期経営計画 2026トップメッセージ 業績・企業情報コーポレート・ガバナンスCGOメッセージ
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外部環境認識の調査・分析

外部環境認識の基盤として、TBSグループでは日々の情報収集

に加え、長年にわたる複数の大規模な継続調査を実施し、メディ

ア環境や生活者の変化等を把握、分析しています。

　事業を取り巻く外部環境は、社会構造の変化、テクノロジーの進化、

グローバル化の進展、そして価値観の多様化などにより、かつてない

スピードで複雑に変化しています。このような不確実性の高い時代に

おいてさまざまなリスクを認識しつつ持続的な成長を実現させるた

め、TBSは報道や営業、マーケティング、コンテンツ戦略、経営戦略、メ

ディア戦略等の各セクションで日々、情報収集と分析を行っています。

特にあらゆる事象に関わる生活者の動向を的確に捉え、変化の兆候

をいち早く認識するため、長年にわたり複数の大規模な継続調査を

実施し、変化する生活者の実態と意識の把握、分析に努めています。

TBS生活DATAライブラリ/総合嗜好調査

　TBSグループは、多様化する生活者のニーズや価値観を深く理解し、

より良いコンテンツやサービスを提供するため、JNN 系列28社との

共同により「TBS生活DATAライブラリ（旧：JNNデータバンク）」を運

営しています。本調査は、1971年より毎年11月に全国（JNN28エリ

アの都市部）で実施している大規模なライフスタイル調査です。13歳

から69歳の男女約7,400名を対象に、メディア接触状況、商品・サー

ビスの利用実態、生活意識といった広範なテーマについてデータを

TBSメディア総合研究所

　TBSメディア総合研究所はTBSが放送界で培った経験・知識・人

脈をもとに、デジタル時代のメディア環境を調査研究し、メディア

経営の諸課題に対応する指針を提示。時事性のある話題から専門的

な分析まで、多岐にわたるテーマでタイムリーな記事を発信してい

ます。

　また、1958年にTBSが創刊した「調査情報」の編集を引き継ぐ形

で、2021年4月からはWebサイト上のメディアプラットフォーム

「note」において「調査情報デジタル」を運営しています。2024年

6月からは「TBS NEWS DIG」などの各種ニュースプラットフォー

ムへの配信も行い、独自の考察を加えた記事を発信しています。

収集・分析しています。また、首都圏においては年3回の追加調査も

実施しており、変化の速い現代のトレンドや社会の動向も機動的に認

識できる体制を整えています。

　さらにTBSテレビ独自の「総合嗜好調査」を1975年から毎年、東

京・大阪地区で実施しており、食品、人物、商品ブランドなど、日常生

活を取り巻く森羅万象に対する「好き」という個人の嗜好性や価値観

に特化して深く掘り下げています。約350設問、約8,500項目におよ

ぶ他に類を見ない網羅性と綿密さにより、生活者の潜在的な好みや

感性を捉えるデータを提供しています。

　これらの調査結果は、データに基づいたブランディング戦略策定、

ターゲット視聴者層に響く番組企画立案の基礎情報や視聴者ニーズ

を深く理解するツールとして利用されているだけでなく、全社的な視

点での戦略立案や、組織全体の知見共有を目的とした社内勉強会な

どにおいても、重要な基礎データとして共有・活用されています。ま

た、これらの調査データは、当社グループ内での戦略的な活用にとど

まらず、その有用性は社外からも高く評価されています。現在19社の

外部企業・団体にも販売しており、多様な業界におけるマーケティン

グ戦略や商品開発にも貢献することで、より広範な社会における価値

創造にもつながっています。

非財務資本・
サステナビリティ

人権
コンテンツ

Timeless Value
事業別戦略中期経営計画 2026トップメッセージ 業績・企業情報コーポレート・ガバナンス環境認識
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TBS IDによるデータドリブン加速

データドリブン加速の一環として、TBSのコンテンツやサービス

を1つのIDで横断的に利用できる「TBS ID」を2023年10月に

開始しました。

「TBS ID」によるデータドリブン戦略
　デジタル時代の持続的な成長に不可欠な「顧客基盤の構築」と

「データドリブン」。TBSグループは、その中核を担うインフラとして

「TBS ID」を位置づけ、データ戦略を強力に推進しています。グルー

プが誇る多彩なコンテンツやサービスをフックとして獲得した顧客 ID

と、それに紐づくデータを統合・活用することで、グループ全体の利

用ユーザー数を飛躍的に拡大させ、コンテンツTimeless Valueの

最大化や広告の価値向上、新規事業を実現させます。

　TBSのコンテンツやサービスが顧客接点となり、集約したデータは

「ビジネスエンジン」としてTBSグループ全体のビジネスを加速さ

せます。BtoB 事業においては、放送を中心とした広告枠販売に加

え、データを活用してクライアントの課題解決を支援するビジネスの

創出と強化を進めます。精緻なターゲティング CM や商品開発支援

といったマーケティングソリューションを提供し、クライアントの事業

成長に直接貢献することで、安定的かつ高付加価値な収益基盤を構

築します。また、コンテンツIP 戦略（BtoC）においても、ユーザー一

人ひとりに最適化された体験を提供することで、集客力とLTV の向

上を図ります。

「TBS ID」の連携拡大に向けて
　TBS IDは2023年10月よりサービスを開始し、「TBS FREE」「TBS

チケット」「TVer」と連携、会員数119万人を達成しました（2025年5

月時点）。

　今後も連携サービスを順次拡大し、TBS IDに蓄積されるデータの

質・量ともに高めていきます。これにより多様なデータの収集・分析を

通じて、よりパーソナライズされたコンテンツ提供やマーケティング施

策の展開を可能にします。このデータ戦略を通じて、TBSグループの

持続的な成長を実現していきます。

WACULとの協業
　TBSHD は2025年4月に株式会社 WACUL への TOB( 株式公開

買付け)を実施し、8月に完全子会社化しました。WACULは蓄積され

たデータと知見を活用し、戦略立案から施策実行・改善、内製化支援

までを一貫して行っているデジタルマーケティング会社です。WACUL

が持つノウハウを活かし、TBS IDや視聴データの活用およびグルー

プ横断的なマーケティング戦略の強化を図ります。

コンテンツフック

コンテンツ IPやグループ事業の拡大

TBS ID とユーザーデータを蓄積 データを活用したビジネスの拡大

マーケティングソリューションの強化

ビジネスエンジン

広告効果の最大化

コンテンツ IP戦略

グループ事業

IDターゲティング
集客支援
リード獲得

非財務資本・
サステナビリティ

人権
コンテンツ

Timeless Value
事業別戦略中期経営計画 2026トップメッセージ 業績・企業情報コーポレート・ガバナンスデータ分析・活用
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事業別戦略概観

メディア・コンテンツ事業

ライフスタイル事業

不動産・その他事業

赤坂エンタテインメント・シティ

関連するマテリアリティ

世界に愛される
オリジナル・コンテンツ
を生みだす
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３つの事業セグメントの
シナジーで価値を最大化

ライフスタイル事業

メディア・コンテンツ事業

不動産・その他事業
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時代を超えて世界の人々に愛されるコンテンツとサービスを
TBSグループの中核であるTBSテレビ、基幹放送事業者であるTBSラジオ・BS-TBS、番
組制作事業および映像・文化事業の機能を集約したTBSスパークル・TBSグロウディア、
そして技術・美術・CG関連業務を担うTBSアクト、これら基幹６社を中心として構成さ
れる、グループ最大の収益力を持つ事業セグメントです。
主力事業である放送事業の価値を高めながら、配信事業・海外ビジネス・ライブエンタ
テインメントの３分野を成長領域とし、「TBSグループ VISION2030」に向けて、TBSグ
ループ全体の業績を牽引すべくさらなる収益力の強化を推進しています。

赤坂を、新たなエンタテインメントを創出する街に
TBSのIP/資源の最大活用、常識にとらわれないコンテンツグループならではのインフ
ラ・環境づくり、街との密接な連携によって、赤坂全体の価値を向上させ、年間1,000万
人の来街者を中心とした新たな経済圏の創出、そこに新しい文化を創造していくことを
目指しています。

お客さまに自分らしく心地よいライフスタイルを
スタイリングライフグループは、価値観が変化するいつの時代においても、お客さまが
自分らしく心地よいライフスタイルを実現できるよう、新しく質の良い商品・空間・サー
ビスを提供し続けることを目指し、ショップやサロンなどを事業展開しています。

やる気スイッチという一生の財産を、すべての子どもたちへ
やる気スイッチグループは、50年間にわたる教育現場での指導経験から導き出した独自
のメソッドを教育の柱としています。勉強も勉強以外も、自分を信じて努力を続けられ
る。夢に向かって積極的にチャレンジできる。自分らしく輝き、幸せな人生を歩んでいけ
る。その実現のために、子どもたち一人ひとりが持っている無限の可能性にアプローチ
していきます。

メディア・
コンテンツ事業

ライフスタイル
事業

不動産・
その他事業

事業の概要事業モデル 売上高 / 営業利益

非財務資本・
サステナビリティ

人権
コンテンツ

Timeless Value
事業別戦略中期経営計画 2026トップメッセージ 業績・企業情報コーポレート・ガバナンス事業別戦略

3事業のシナジーで「 時代を超えた価値 」を
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非財務資本・
サステナビリティ

人権
コンテンツ

Timeless Value
事業別戦略中期経営計画 2026トップメッセージ 業績・企業情報コーポレート・ガバナンス

①�当社グループが創出するありとあらゆる
コンテンツIPの企画・開発力を強化する

②�リーチ力 /ターゲットを意識した
　企画選定・マーケティング力を高める

③創出するコンテンツIPに磨きをかけ、
　市場へ

メディア・コンテンツ事業

事業別戦略

構成会社

テレビ放送事業の他、配信や映画などの映像コンテンツ事
業、ライブエンタテインメント事業、海外事業やライセンス
事業など、多岐にわたってエンタテインメントを創出する
TBSグループの中核会社。

技術・美術・CG業務を行う日本最大級の総合プロダクション。
放送、ステージ、イベント、配信など、あらゆるコンテンツ制作
に対応可能な機材・人材を持つ。

㈱CS-TBS、㈱Seven Arcs、TCエンタテインメント㈱、
TOKYO BROADCASTING SYSTEM INTERNATIONAL,INC.、㈱TBSメディア総合研究所、㈱日音、

㈱マンガボックス、㈱THE SEVEN 、
Bellon Entertainment Inc.、TOKYO BROADCASTING SYSTEM KOREA, INC.

ラジオ放送事業を主たる事業とする他、
イベントや映画出資、さらにハウジング
事業（総合住宅展示場）などを展開して
いる。

BSデジタル放送を行っているTBS系列
の衛星基幹放送事業者。2018年より４
K 放送を開始し、リアルで臨場感のある
超高精細映像の制作を実現した。

ドラマ・バラエティ・ドキュメンタリー・
映画・アニメから、報道・情報・スポー
ツまで、あらゆるジャンルの番組・コン
テンツを手がける日本最大級の映像制
作会社。

興 行・催 事、番 組 販 売、物 品 販 売、
DVD・配信等の映像関連事業、ラジオ
番組制作、放送技術・デジタル技術な
ど、幅広いサービス提供を行っている。

㈱TBSテレビ

㈱TBSラジオ

㈱TBSアクト

㈱TBSスパークル ㈱TBSグロウディア

㈱BS-TBS

基幹 6 社

目指す姿

成長戦略

　TBSはコンテンツクリエイティブに徹底的にこだわります。

　独自のコンテンツ創出モデルをファネル、つまり漏斗のかたちで表

現。強いコンテンツIPを作り出すために、企画・開発、選定とマーケ

ティング、IPを磨く、この３つのフェイズで取り組みを強化します。

　強いコンテンツIPを生み出すためにはその種をたくさん集める必

要があります。そのために TBSグループ8,000名全員がコンテンツ

の創り手となれる環境を整備し、集めたプランの中から可能性を見極

める確かな目を養い、マーケティング力を強化していきます。さらに

選び抜いたコンテンツIPに一層磨きをかけることでより強力なコン

テンツIPを数多く生み出していきます。

　フェイズごとに KPIを設定することでこのプロセスを強化し、コン

テンツIPを質、量ともに充実させるため、自ら開発するだけでなく、

投資によるIPの獲得も積極的に行ってまいります。

　中期経営計画2026では中期経営計画2023の実績額1,451億円

を上回る1,600億円を成長戦略へ投資することを表明しました。

　メディア業界最大のリーチ力、長年培ってきたコンテンツ制作力

と総合プロモーション力、情報氾濫の中での信頼性、これらの強み

を活かし、主力事業である放送事業の価値を高めながら、さらに配

信事業・海外ビジネス・ライブエンタテインメントの領域で多面的

な事業展開を進めます。

クリエイティブ エンジン ファネルモデル （中期経営計画2026より）

事業トピックス・事例紹介

TVer 3冠
　公開した映画に関連したドラマ作品や、バラエティの新旧作品、

オリジナルコンテンツを配信することに加え、デジタルを中心とし

たプロモーション施策を戦略的に実施することにより、2024年度

はTVerにおける無料配信の総再生回数が約9億8,000万回となり、

3年ぶりの全局1位となりました。

　さらに配信での主要指標

であるUB(ユニークブラウ

ザ)は約5,300万UB、総再

生時間は約4億7,000万時

間となり、こちらも全局で

1位を獲得、TVerでの三冠

を達成しました。
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コンテンツ価値最大化の取り組み

事業別戦略

無料配信収入の伸長
　無料動画配信は、TVerのアプリダウンロード数が8,500万を突破

し、2024年12月には月間動画再生数が4.96億回を突破するなど、

継続して高い成長率を維持しています。その結果、2024年度TBS

での無料配信の売上は過去最高を記録することができました。

地上波・BS 放送・配信での協働
　2024年の「バレーボール ネーションズリーグ」は、男女共にパ

リ五輪を見据えた試合となりました。TBSグループでは、コンテン

ツの価値を最大化するため、地上波・BS放送、TVer・U-NEXT等で

展開していきました。地上波放送の視聴率で好結果を残し、BS で

はBS民放最高視聴率2.8％を記録しました。

　U-NEXTの有料配信においては、ネーションズリーグの視聴人数

が対前年比300％以上と大きく伸びました。また、TVer の無料配

信においても好結果を残し、放送領域だけでなく、配信領域におい

ても大きく収益貢献しました。このようにTBSではさまざまな形

でコンテンツの価値最大化に継続して取り組んでいきます。

既存メディアの digital 領域への挑戦
　BS ｰ TBSでは、「天狗の台所 Season2」が民放 BSで初めてギャ

ラクシー賞を獲得しました。また、その Season1が NETFLIX の

WEEKLY ランキングにランクインするなど、放送領域だけでなく

digital領域での実績を積み上げ収益獲得に寄与しています。

　また、TBSラジオにおいても既存のラジオ放送だけでなく、Podcast

をさまざまな配信プラットフォームに展開するなどEDGE戦略に基づ

いたdigital領域の事業化を推進しています。

　「水曜日のダウンタウン」が総再生回数9,200万回を超え、この他

にも「ラヴィット！」、「それSnow Manにやらせて下さい」などバラエ

ティ番組が非常に好調なことに加え、ドラマでも2025年1月期の日

曜劇場「御上先生」が、総再生回数約3,300万回と非常に好調に推

移しました。また、深夜ドラマであるドラマストリーム枠において「地

獄の果てまで連れていく」が総再生回数約770万となり、同枠で歴代

1位の結果を出すなど、各ジャンルで無料配信が伸長しています。

　さらに、マス広告の枠を超えたマーケティングソリューションの展開

をグループ横断的に強化し、digital施策をマーケティング領域から

強く推進するため、WACUL社が2025年よりTBSグループに加入し

ました。

0 3,000 6,000 9,000 12,000 15,000

5,668百万円

8,243百万円

12,048百万円

14,400百万円（予想）2025
年度

2024
年度

2023
年度

2022
年度

9,200 万回再生
（ 24 年度 ）

配信広告収入

3,400 万回再生
（ 24 年度 ）
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559万人　（前年比109％）

事業別戦略

お客さまに自分らしく心地よいライフスタイルを

3事業の成長に加え、グループポートフォリオを拡張し売上高1,000億円を目指す（FY2030）

生活雑貨小売　直営店事業
フランチャイズ事業　ライセンス事業

「Cath Kidston」、「Happy Socks」など海外ブランド
の輸入販売事業・ライセンス事業、新規事業の展開

化粧品、医薬部外品等の開発・
製造・販売、化粧用具、理美容
機器、理化学機器の製造・販売

リサイクル繊維を使用した
バッグなどの製造販売・卸業

韓国コスメ・アパレルブランドの
広告 PR マーケティング事業、

店舗運営事業

化粧品、医薬部外品等の開発・製造・販売
化粧用具、理美容機器、理化学機器の製造・販売

CPコスメティクス
ビューティ＆ウェルネス事業

KNT365
バッグの製造販売事業

シーズマーケット※

広告 PRマーケティング事業

プラザスタイル カンパニー
雑貨小売販売事業

NBD 本部
新規事業

BCL カンパニー
ビューティ＆ウェルネス事業

スタイリングライフ・ホールディングス
グループ経営プラットフォーム

店舗数

PLAZA PASS 会員数

PLAZA

139店
（前年比＋7）

BCL（ ROAliv ）

11店
（前年比＋3）

Cath Kidston

2店
（前年比＋2）

CP Salon

約1,240店
（前年比＋5）

構成会社 市場環境認識

基本戦略と KPI

2024 年度実績

強みの源泉と課題

※2025年4月に子会社化

• 生活雑貨・アパレル等
• 化粧品・医薬部外品等
• キャラクターライセンス
• フェイシャルエステティック等

• 店舗（ PLAZA/ROAliv ）

• 卸売り（ 全国ドラッグストア ）

• 代理店販売（ CP Salon ）

•E コマース・カタログ通信販売
• 海外一般貿易

コンテンツ プラットフォーム

項目 対策

経済不安定感と物価高の共存 消費者ニーズと高付加価値製品の提供

国内人口減少、高齢化
新商品・サービスの創造、海外進出、

適正な人件費水準の維持、デジタル活用

実店舗への顧客回帰、EC市場の拡大
積極的な新規出店・既存店舗の改装実施、

OMO施策の強化

環境・社会課題への意識の高まり
サステナビリティ委員会設置、

リサイクル素材の製品開発・販売

強みの源泉
　グループ内にメーカー機能、小売販売機能を持ち、Z世代とのタッ

チポイントを多く有しています。その優位性を活かして、ライフスタイ

ルの変化を的確に捉えた積極的な新製品の開発・投入を進めていま

す。また、SNSを活用した宣伝販促にも注力し、トレンド発生起点とし

ても注目されています。

課題
「PLAZA EC販売の規模拡大」

　EC に関しては、世の中の EC 市場の高い成長率を勘案すると、

PLAZA EC販売はまだまだ成長余地があります。対策として、2024

年11月にPLAZA ECサイトのリニューアルを実施しました。具体的

には、ブランドサイトとECサイトを統合させたことで、シームレスな商

品購入が可能となる等、顧客の購買意欲を高め購入行動を促す取り

組みをしています。引き続き、EC販売の強化に注力いたします。

基本戦略 重要 KPI

SLH 業務提携、M＆A、
海外事業展開

業務提携数、Cath Kidston・
Happy Socks店舗数

PLAZA 新店舗出店、既存店リニューアル、
オリジナル商品の強化

PLAZA店舗・会員数

BCL ブランドカテゴリー領域拡大、
海外事業強化

商品開発数、
配荷店舗数、直営店舗数

CPC 新規サロン出店、F1層の獲得 代理店・サロン・顧客数

事業別
売上高

2024 年度 前年比

雑貨小売販売事業 472 +54

ビューティ＆ウェルネス事業 178 +27

新規事業 1  +1

　新中期事業計画の初年度は、前年比、増収・増益※となりました。雑

貨小売販売事業のプラザスタイルは店頭プロモーションなどが奏功

して増収、また、ビューティ＆ウェルネス事業のBCLは、主力の「サボ

リーノ」に加え「乾燥さん」の販売が好調につき、増収に大きく寄与し

ております。

　さらに、新規事業では英国ライフスタイルブランド「Cath Kidston」

の独占輸入販売権・ライセンス権を獲得し、フラッグシップとなる表参

道店に続き京都ポルタ店をオープンするなど、次年度以降の業績寄

与に向けた取り組みも進めています。

※�2024年5月、株式会社ライトアップショッピングクラブの全株式を譲渡している
ため、業績比較対象外

（単位：億円）

スタイリングライフグループ紹介動画
https://www.tbsholdings.co.jp/ir/report/movie/2025/movie_05.html?reportmovie_2025=linkライフスタイル事業（ 雑貨小売・ビューティ＆ウェルネス）

https://www.tbsholdings.co.jp/ir/report/movie/2025/movie_05.html?reportmovie_2025=link
https://www.tbsholdings.co.jp/ir/report/movie/2025/movie_05.html?reportmovie_2025=link
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新しく楽しいライフスタイル《 衣食住+美 》を

新中期事業計画初年度は、好調なスタートを切ることができた
　前年度より新中期事業計画がスタートいたしました。新中計では、

成長に大きく舵を切るという方針を掲げております。具体的には、雑

貨小売販売事業、ビューティ＆ウェルネス事業、新規事業の3事業の

成長に加え、M&Aを活用した非連続的な成長によりグループポート

フォリオを拡張させることを謳っております。これらを通じて、グルー

プ最大目標の FY2030に掲げる売上高1,000億円の達成を確かな

ものとしていきたいと考えております。

　新中計達成に向けた重点施策として、外部環境認識や我々の強み

の源泉や課題などをふまえ、グループ各社における成長ポテンシャル

を「コンテンツ・IP」と「グローバル」の視点で強化していくことを打ち

出しております。

　これらを実行することで、中計初年度は好調なスタートを切ること

ができたと考えております。

　具体的には、雑貨小売販売事業では、PLAZAは新規で8店舗の出

店、既存店は6店を改装する等計画通りの店舗戦略を執ることができ

ました。

　また、効果的な店頭プロモーションなどもあり、全カテゴリーで売上

高が増加いたしました。

　ビューティ＆ウェルネス事業は、BCLのスキンケア商品「乾燥さん」

や「サボリーノ」はお客さまから非常に高い評価が得られており、売上

高は前年比118％まで伸長し、強力なブランドに成長しております。

　新規事業では、前年度、英国発ライフスタイルブランド Cath 

Kidstonの日本市場における独占輸入販売権とライセンス権を取得

し、「コンテンツ・IP」の強化にもつながっております。さらに、2025

年3月に、表参道にフラッグシップショップを、同月中旬には京都ポル

タ店をオープンするなど、ポートフォリオ拡張に向けた種まきもしっか

りと行うことができました。

　また、事業ポートフォリオを入れ替え、3事業への投資をより加速さ

せることを目的として、2024年5月に株式会社ライトアップショッピン

グクラブの発行する全株式を売却いたしました。

本年度は重点施策の継続に加え、外部連携も強化
　本年度は、前年比で増収増益計画（売上高700億円、営業利益44

億円）としております。引き続き、重点施策の「コンテンツ・IP」と「グ

ローバル」を強化することで、成長スピードを加速してまいります。

　2025年4月に、日本と韓国に拠点を持ち、韓国の人気コスメ・ア

パレルブランドの広告 PR やマー

ケティング事業を行う株式会社

シーズマーケットの発行済全株式

を取得いたしました。シーズマー

ケットのグループインにより、各

事業との連携をさらに強化し、韓

国コスメ・アパレルブランドの日

本進出や拡大の支援事業を実施

し、海外戦略をさらに加速してま

いります。

㈱スタイリングライフ・ホールディングス
代表取締役　執行役員社長　　

北村 博之
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株式会社やる気スイッチグループ

事業別戦略

ライフスタイル事業（ 知育・教育 ）

スクール事業×コンテンツ IPでTBSグループのシナジー効果を最大化

生徒数140,000名以上の達成を目指す（2026年2月末時点 ）

構成会社

事業目標

展開ブランドおよびセグメント

スクール IE/ チャイルド・アイズ / 忍者ナイン
WinBe/Kids Duo/Kids Duo International

i Kids Star/Kids Duo advanced

教育サービスの経営およびそれらのフランチャイズ事業

株式会社
寺小屋グループ

株式会社
やる気スイッチキャリア株式会社 YPスイッチ

株式会社やる気スイッチグループホールディングス

•生産性向上などによる既存教室の収益性改善
•1教室当たりの生徒数増加
•教室再生ビジネス※1 を推進
•コンテンツ・サービス開発の推進
•M&A活用の検討
•グローバル展開の検討・推進
•JNN系列のフランチャイジー化推進

※1  �不採算フランチャイズ教室を直営化し、生産性向上などにより早期収益性改善を図り再
びフランチャイズオーナーへ教室売却するサイクルを指す

市場環境認識 重要課題（KPI)

競争優位性

2024 年度実績および 2025 年度予想

⚫�少子化だが、1世帯当たり教育関係費は上昇傾向、さらに個人消費が
持ち直してきていることから市場は緩やかに伸張していくと予想

⚫�共働き世帯が増加し、依然預かり保育への需要が高まっており、幼児
教育業界規模としては、緩やかだが伸張傾向

　2024年度は順調な生徒数・教室数の拡大や寺小屋グループの連結に
加え、直営教室売却による事業譲渡収入増加等により増収増益

⚫既存ブランドの拡大と盤石化（教室数一直営およびフランチャイズ）
⚫入会者数向上（生徒数一直営およびフランチャイズ）
⚫新規コンテンツ開発推進（事業化数）

⚫�成功体験を通じて、生徒のやる気を生み出す「やる気メソッド」を核に、
コンテンツや社会ニーズを教育サービス化でき、時代を先取りする多様
なサービスコンテンツが生みだせる

⚫�保護者／室長／講師の密な連携により、生徒に自発的にやる気を起こさ
せるサイクルを構築し、各教室での運用を徹底している

※2024年3月～ 2025年2月実績、2025年3月～ 2026年2月予測

教室数2024年度実績： 2,478校
生徒数※ 売上収益※ 営業利益※

2024年度実績 約138,000名 24,488百万円 2,686百万円

2025年度予想 140,000名 28,000百万円 3,200百万円

小学生低学年 小学生高学年 中学生 高校生 ブランド概要

幼児教育
他事業

知育と小学校受験指導の幼児教室 

真の国際人を育てるバイリンガル幼児園

教育と保育を融合したバイリンガル保育施設

科学の力で運動能力を伸ばすキッズスポーツ教室

英語で預かる学童保育・プリスクール

フォニックスで学ぶ英語・英会話スクール 

ワールドクラスのコンピュータサイエンス教育 

個別指導塾
事業 フルオーダーメイドの個別指導学習塾

1.5 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳

プログラミング教室の経営
上記教室のフランチャイズ
教室における教室開設指導

HALLO

英語講師を主対象とした
採用、研修および派遣

愛媛県・香川県・徳島県内で
学習塾などを経営

やる気スイッチグループ紹介動画
https://www.tbsholdings.co.jp/ir/report/movie/2025/movie_06.html?reportmovie_2025=link

https://www.tbsholdings.co.jp/ir/report/movie/2025/movie_06.html?reportmovie_2025=link
https://www.tbsholdings.co.jp/ir/report/movie/2025/movie_06.html?reportmovie_2025=link
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豊かな社会の創造を担う子どもたちのために

「しあわせな未来を創るチカラ」を育むということ
　やる気スイッチグループは、すべての子どもが持つ、「その子だけの

才能」を見つけ、伸ばしてきました。変化の激しいこの時代において、

未知の世界を思い描き、主体性を持って、周囲の人やモノとの共創を

図り新しい価値を生み出す、そのようなチカラこそがしあわせな未来

を創ると私たちは考えています。すべてのブランドにおいて、このよう

なチカラが育まれる環境づくりに日々取り組んでいます。

新たな挑戦と連携の拡大
　こうした環境を広げるため、2024年は2つの新たな歩みをスター

トさせました。

事業別戦略

50年にわたり教育メソッドを培ってきた私たちが提供する多彩な

教育サービスは、日本の、世界の未来を変えていくと信じていま

す。子どもたちの未来に役立つチカラを、世界中どこにいても育

めることを目指し、挑戦を続けています。

㈱やる気スイッチグループホールディングス
代表取締役社長　　

高橋 直司

　ひとつは、愛媛県を中心に信頼の厚い「寺小屋グループ」の連結子

会社化です。これは当グループにとって初めてのＭ＆Aであり、中期

経営計画における「教室事業の拡大」の一環です。当グループに「集

団授業」という新サービスが増えるとともに、四国地域での幼児向け

教育の拡大にもつながります。愛媛県内では、寺小屋グループがやる

気スイッチグループの個別指導塾「スクールIE」やスポーツ教室「忍

者ナイン」を開校するなど、取り組みが始まっています。今後も教育の

地域差をなくすべく、こうした取り組みを全国で展開していきます。

　もうひとつは、資本提携先である株式会社サンリオと共同で開発し

た、子どもが自分の未来を創るチカラを育むエデュテインメント英会

話スクール「We Act！」です。

　2024年11月にスタートしたこのスクールは、映画制作スタジオを

模した教室で、子どもたちがサンリオキャラクターと共に映画制作を

疑似体験します。この没入体験型の新ブランドは、これまでの英会話

スクールの常識を超え、子どもたちの夢中を引き出す唯一無二の教

育パッケージだと考えており、今後はフランチャイズ展開を含め、さら

なる教室拡大を計画しています。

　また、TBSグループとのシナジーも加速し、教育サービスの提供機

会を拡大しています。現在TBSとの教育コンテンツ共同開発に本格着

手し、中高大学生向けに報道記者から学ぶ探究学習講座を準備して

います。JNN系列局がフランチャイジーとして運営する「忍者ナイン」

は3系列20ラボにおよび、他ブランドの導入も予定しています。

　その他、TBSラジオでの提供番組を「子育て・教育の悩み相談」メ

インにリニューアルし、保護者との接点を強化しています。

　さらに、第2回「AKASAKAあそび！学び！フェスタ」に、今回もやる

気スイッチグループが出展をし、多くの子どもたちに楽しい学びに触

れてもらうなど、TBSとの新たな価値創出へとつながっています。

世界へつなぐ教育のチカラ
　私たちには、すべての子どもたちに未来へつながる教育を届ける

使命があります。中期経営計画の柱の一つである「コンテンツの他塾

への販売」も進行中で、オンラインライブ一斉授業「アストルム.Iive」

の外販を強化。全国の教室が同時にオンラインでつながるこの授業

は、講師の確保が難しく教室が開設できない地域でも質の高い教育

を可能にし、教育の地域格差解消に貢献しています。

　また、総合旅行会社との業務提携により、学びのある旅行企画も推

進中です。現地での体験を通じて学びを深め、保護者と感動を共有す

ることで、子どもたちの記憶に残る価値ある教育を提供しています。

　やる気スイッチグループは、教育の力を信じ、子どもたち―人ひとり

の可能性と真摯に向き合ってきました。これからも地域社会との連携

を深めながら、子どもたちを未来の豊かな社会とつなげていきます。
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構成会社

TBSHD/TBSテレビが保有する土地・建物の不動産賃貸業、TBS放送センターの保守・運用
などと共に、赤坂エンタテインメント・シティ計画エリアの都市開発も担い、グループのエン
タテインメントをインフラ・ファシリティ面から支える。

日本最大規模のテレビスタジオを中心に、
オープンロケ地、美術制作施設などの運営
を主たる事業としている。

赤坂5丁目赤坂サカスエリアの建物・施設への冷暖房
や給湯用の熱供給を主要な事業としている。

駐車場の運営および管理や、保険代理店
業を行っている。

資産・施設管理、その他不動産業務を行って
いる。

TBS放送センターの設備維持管理、保安警
備、人材派遣、経理・総務・給与事務の受
託などグループ全体のインフラを支え、側
面支援を担っている。

保有不動産

/

目指す姿 赤坂エンタテインメントシティの進捗

重要課題と KPI

2024 年度実績と 2025 年度見通し

　TBSのIP/資源の最大活用、常識にとらわれないコンテンツグ

ループならではのインフラ・環境づくり、街との密接な連携によっ

て、赤坂全体の価値を向上させ、年間1,000万人の来街者を中心と

した新たな経済圏を創出し、そこに新しい文化を創造していくこと

を目指しています。

　2028年度の竣工に向けて、現時点で開発工事は概ね順調に進

捗しています。当該区画に、世界13の国と地域で40軒以上展開し

ているヒルトンのライフスタイルブランド・ホテル「キャノピー by 

ヒルトン東京赤坂」の関東初進出が正式に決定しました（国内３軒

目）。地元の魅力を最大限に活かした体験、洗練されたデザイン、顧

客の嗜好に合わせた食事や飲み物などを通じて、ワンランク上の快

適な滞在をお届けします。

　同ホテルが入居するビルは東京メトロ千代田線「赤坂駅」に直結

し、下層階には劇場やホールの整備も予定しています。

　これらの施設との連動により、駅を起点に、赤坂の街全体を重層

的なエンタテインメント発信拠点とする事業を推進していきます。

・赤坂の街のリブランディング（来街者数・来街者属性・来街目的）

・継続的な集客イベントの実施（来街者数・来街者属性）

・集客イベントと既存施設とのシナジー（店舗売上）

・回遊性（滞在時間）　

・安定的な不動産賃貸収入（稼働率・入居率）

・環境負荷の低減（再エネ率・CO2削減率）

2023 年度 2024 年度 2025 年度
見通し

外部顧客への売上高 16,552 16,881 17,100

セグメント利益 7,066 7,468 6,200

TBS放送センター

緑山スタジオ・シティ TBS赤坂ACTシアター
TBS赤坂BLITZスタジオ

赤坂エンタテインメントシティ計画
（2028年〜※予定）

その他：戸田送信所・TBSハウジング　ほか

ホテル外観(イメージ) ホテル客室(イメージ)

レストラン&バー (イメージ)

赤坂Bizタワー 赤坂 ザ レジデンス THE HEXAGON

不動産・その他事業

（単位：百万円）

非財務資本・
サステナビリティ

人権
コンテンツ

Timeless Value
事業別戦略中期経営計画 2026トップメッセージ 業績・企業情報コーポレート・ガバナンス事業別戦略



41
イラスト：イスナデザイン

非財務資本・
サステナビリティ

人権
コンテンツ

Timeless Value
事業別戦略中期経営計画 2026トップメッセージ 業績・企業情報コーポレート・ガバナンス事業別戦略

赤坂エンタテインメント・シティ計画

TBSが創業以来70年間歩み続けてきた赤坂で、さらなる街の

価値向上と賑わいづくりに貢献しながら、人の心を揺さぶる新

たなコンテンツの数々を創出し、これを世界中の人々に広げて

いきたい。

　赤坂エンタテインメント・シティは、単なる不動産事業ではありま

せん。TBSグループの最高のコンテンツを世界に届けるための「基

地」であり、存在をアピールする「シンボル」であり、VISION2030

の達成に向けてのキーとなる拠点と位置づけています。

　TBSのIP/資源の最大活用、常識にとらわれないコンテンツグ

ループならではのインフラ・環境づくり、単に当社関連敷地内での

事業にとどまらず、街との密接な連携によって赤坂全体の価値を

向上させ、年間1,000万人の来街者を中心とした新たな経済圏の

創出、そこに新しい文化を創造していくことを目指しています。

　そのなかで、「人々を楽しませたい」と想うクリエイターが集ま

り、自然と共創活動が生まれ、多くの人々にときめきを感じていた

だける街にすることが、赤坂エンタテインメント・シティ事業のあ

りたい姿であり、赤坂のまちづくりに込める想いです。


